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（Concentration No． H5．P． H潤．P． H．E．P．
of　arsenic）
Contro1 4 99．9 土 5．1 81．0▲4．7 61．8 ▲ 5．3
2μ9／m1 4 10L3 土 2．3 フ9．5±3．5 58．8 士 2．2
20μ9／m1 2 96．5 土 1．5 76．0土2．0 56．5 土 0．5
100μ9／m1 4 102．1 土 6」 8L7±5．6 63．2 ± 5．3
200μ9／m1 4 96．5 ▲ 3．0 80．5▲2．9 59．3 土 1．5
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Fig．9．　Osmotic　fragility　of　rat　erythrocyt・
　　　es．　In　vivo　test　of　sodiurn　arse・
　　　nate．＊Time　after　oral　adminis．
　　　tration　of　60　mg　As／kg．（）：
　　　Number　of　rats．　b）p〈0。01
考 察
　CPCは赤血球膜の脆弱性を精度よく，しかも迅
速に測定できるので，溶血性貧血の診断はもとよ
り肝・胆道疾患の診断，経過観察，予後の判定に
も応用されている1）．薬物毒性の分野でも赤血球
膜に対する作用をみるため，この装置を利用した
いくつかの研究がみられる4）5）6｝7）10）．われわれ
も今回，ヒ素化合物について赤血球膜に対する作
用を調べた．
　ヒ素にはSH基酵素阻害作用があるが，同様な
作用を有する鉛に赤血球膜の脆弱性に低下作用の
あることが報告7）されているので，ヒ素にも赤血
球膜に対する何らかの作用があると予想された．
今回の結果では三酸化ヒ素はin　vivoにおいて膜
抵抗の低下作用があったが，in　vitrOにおいては
特に変化は認められなかった．そこで三酸化ヒ素
の体内代謝物に膜抵抗を低下させるものがあるか
■
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どうかを調べた．山内ら9）は三酸化ヒ素の代謝物
として5価のヒ素とメチル化されたヒ素化合物を
推定し，これらを測定している．そこで今回もそ
れらについてin　vitro実験を行ったが，結果は否
定的であった．山内ら9）によると赤血球中のヒ素
は大部分がジメチル体であったというが，このよ
うな代謝物は一般に解毒機序とみる方が妥当で，
これに特別の毒性を見い出すことはできないと思
われる．このことは今回のin　vivo，　in　vitro実験
においても示されている．しかし5価のヒ素につ
いては今後更に検討を要すると思われる．すなわ
ちin　vivo実験においてヒ酸ナトリウムにも三酸
化ヒ素に比べて程度は弱いが膜抵抗の低下作用が
認められたからである．
　三酸化ヒ素についてin　vivoでは赤血球膜の脆
弱性が認められ，in　vitroでは変化が認められな
かった理由は種々考えられるが，ヒ素が赤血球膜
に直接何らかの作用を及ぼすとすればヒ素の赤血
球中への移行に関しin　vivoとin　vitroの差異に
っいて検討してみる必要があろう．
結 論
　三酸化ヒ素はラットを用いたin　vivo実験にお
いて赤血球膜浸透圧抵抗の低下を生じた．しかし
in　vitro実験では変化は認められなかった．三酸
化ヒ素の体内代謝物といわれる5価のヒ素（ヒ酸
ナトリウム）およびメチル化物のモノメチルヒ酸
ナトリウム，ジメチルヒ酸ナトリウムについて1n
vivo実験とin　vitro実験を行なった結果，ヒ酸ナ
トリウムの経口投与で三酸化ヒ素に比して弱い膜
抵抗の低下作用を認めた以外に変化は認められな
かった．そこでin　vivo実験とin　vitro実験にお
けるヒ素の赤血球への移行に差異があるかどうか
を調べることが今後の課題となろう．
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